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長畝山北11号墳はホクラク農業協同組合の飼料流通センター敷地拡張に伴い発

掘調査された古墳であります。長畝山北古墳群は現存11基からなる古墳群であり

ましたが、平成 2年から3年にかけて、民間の宅地造成計画により1号から9号

までの 9基の古墳が発掘調査されました。調査の結果は『長畝山北古墳群』で報

告したとおりですが、木棺直葬を中心とする埋葬方法を採用した古式の群集墳研

究に数多 くの貴重な資料を提供することができたと自負 しております。今回、残

る10。 11号墳の 2基の内、11号墳 1基だけが発掘調査対象となったため、ついに

残るは 1基だけになってしまったということになります。文化財録護という観点

から見れば古墳が消失するということは誠に残念なことではありますが、開発に

伴う事前の緊急発掘調査 という性格を負わされている以上、致し方ないことと考

えぎるを得ません。

いずれにしても、発掘調査を実施し記録保存措置を講ずることができたことは

この上ないよろこびであります。

最後になりましたが、発掘調査から報告書作成にあたるまで、文化財保護の趣

旨を十分に理解され、全面的にご協力をいただいた原因者のホクラク農業協同組

合関係者各位に心より厚 くお礼申し上げ序といたします。

平成 8年 3月 31日

津山市教育委員会

教育長 藤 原 修 己
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1.本書はホクラク農業協同組合飼料流通センター敷地拡張事業に伴う長畝山北■号墳の発掘調査報告

書である。

1.発掘調査調査にかかる経費はすべて原因者のホクラク農業協同組合の負担である。

1.発掘調査は津山市教育委員会津山弥生の里文化財センター主査行田裕美、同主事小郷利幸が担当し

た。

1.本書の執筆は I・ Ⅱを行田、Ⅲ・Ⅳを小郷が担当した。

1。 本書に使用した方位は磁北である。

1.本書に使用した「長畝山北古墳群と横穴式石室導入前の主要古墳分布図」は建設省国土地理院発行

2万 5千分の 1(津山東部)を複製したものである。

1.出土遺物、図面等は津山市教育委員会津山弥生の里文化財センターに保管している。
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I 長畝山北古墳群の概要と周辺の古墳

1 長畝山北古墳群の概要

長畝山北古墳群 (第 1図 1)は 岡山県津山市国分寺と西吉日の大字境に位置する。平成 2年から3年

にかけて調査 した 1号から9号の 9基の古墳は国分寺分に、10・ 11号の 2基は西吉田分に属する。今回

調査 した11号墳は西吉田558-2番地に所在する。

かつて長畝山北古墳群は確認されている限り12基が存在 していた。しかし、11号墳の北東に位置して

いた12号墳は現在消失しており、その規模等を伺い知ることはできない。現在、本古墳群の東側には隣

接 してホクラク飼料流通センターが位置しているが、元は昭和23年 に建設された国分寺中学校のグラン

ドがあった場所である。この場所にも地形から考えて二三の古墳が存在 していた可能性が考えられる。

そうすると長畝山北古墳群は全体で10数基よりなる古墳群であったと想像することができよう。

さて、報告書 (註 1)と 重複するかもしれないが、調査された 1号から9号の古墳を概観することに

しよう。まず、埋葬主体部の形態であるが竪穴式石室をもつものと木棺直葬のものの 2種類が認められ

る。前者の竪穴式石室をもつものは 1号、 5号第 1主体、 8号第 2主体の 3例、残 りの 2号～ 4号、 5

号第 2主体、 6号、 7号、 8号第 1主体、 9号はいずれも木棺直葬を採用 している。石室の石材には角

礫と河原石の 2種類が認められ、 1号、 5号第 1主体は角礫、 8号第 2主体は河原石が用いられている。

埴輪は 4号にだけ採用されていた。主体部の主軸方向は 1号～ 9号の計12主体の内、 5号第 1主体を除

き基本的に東西方向をさしている。古墳の築造時期は出土須恵器を田辺編年 (註 2)に対応させると、

T K23～ T K47型 式に相当し、 5世紀末～ 6世紀初頭という年代観が得られる。

(註 1)行田裕美・木村祐子『長畝山北古墳群』『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第45集』津山市教育委

員会1992年

(註 2)田辺昭三『須恵器大成』角川書店1981年

2 周辺の古墳

ここでは長畝山北古墳群と同時期あるいはそれに先行すると考えられる時期の古墳、すなわち横穴式

石室採用前の古墳に限定して触れることにする。その代表的なものを第 1図 に掲載した。

正仙塚古墳 (第 1図 2)

全長56mの 前方後円墳である。明治16年 に発掘され、石棺の中から半円方形帯神獣鏡、変形四獣鏡各

1面、勾玉、管玉、鉄斧、土師器片等が出土 した。また、人骨 2体が出上したとも伝えられている。築

造は 5世紀前半頃と考えられている。 (註 1)

飯綱神社吉墳群 (第 1図 3)

4基よりなる古墳群である。このうち 3号、 4号の 2基が調査された。 3号は 1辺10mの 2段築成の

方墳で葺石をもつ。主体部は組み合わせ石棺であるが、盗掘を受けており遺物はなかった。 4号は径 9

mの 円墳である。主体部は不明である。 (註 2)

六ツ塚古墳群 (第 1図 4)

6基 よりなる古墳群である。このうち 1号、 3号、 5号の 3基が調査された。 1号は径17mの 円墳に

4m四方の造 り出しがつく。主体部は木桔直葬で墳丘に 3、 造 り出し部に 1が認められた。 3号は径約

- 1 -



14mの 円墳で木棺直葬 3主体が検出された。 5号 は径15mの 円墳で礫棒卜と埴輪円筒槍の 2主体である。

築造時期は 5世紀後半から6世紀前半頃と考えられている。 (註 3)

五琳大塚古墳 (第 1図 5)

全長約30～ 35mの 前方後円墳である。後円部には葺石は認められるが、埴輪はない。主体部は明らか

ではない。遺物としては馬具が出土している。 (註 4)

兼田丸山古墳 (第 1図 6)

1.長畝山北11号墳 7.三毛ケ池古墳群

2.正仙塚古墳   8.セ ウ田 1号墳

3.飯綱神社古墳群 9.井口車塚古墳

4.六ツ塚古墳群  10.天満神社古墳群

5.玉琳大塚古墳  11.蛇塚古墳

6.兼田丸山古墳  12.河辺上原古墳群

13.飯塚古墳

14.日 上畝山古墳群
15.日 上天王山古墳

16.日 上和田古墳

17.河辺小学校裏古墳群
18.長畝山古墳群

25.小原古墳群

26.崩 レ塚古墳群

27.一貫東古墳群

23.金井宇根吉墳群

29.根 ノ山古墳

19.三太林古墳群

20.西吉田 1号墳

21.茶山古墳群

22.一貫西古墳群

23.大畑古墳群

24.隠里古墳

第 1図 長畝山北古墳群と横穴式石室導入前の主要古墳分布図 (S=1130,000)
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墳形は不明である。箱式石棺 2基が検出されている。 1号石棺から土師器の重、 2号石棺から四獣鏡

1面が出土している。 (註 5)

三毛ケ池古墳群 (第 1図 7)

現存 8基の円墳よりなる古墳群である。詳細は明らかではないが墳丘の規模等からみて木棺直葬を中

心とした古墳群と考えられる。 (註 6)

セウ田 1号墳 (第 1図 8)

全長38m、 後円部径19.5m、 同高さ1.6mの 前方後円墳である。河原石による葺石が認められる。主

体部は不明で出土遺物も明らかでない。 (註 7)

井口車塚古墳 (第 1図 9)

全長35.5m、 後円部径30m、 同高さ5.5mの 2段築成の帆立貝形古墳である。中段のテラスには埴輪

が配されている。墳丘の周囲には幅2.5～ 4.5mの 周溝が巡る。築造時期は 5世紀末と考えられている。

(誰 8)

天満神社古墳群 (第 1図 10)

12基 よりなる古墳群である。この内 7基が調査され、木棺直葬と横穴式石室が共存することが判明し

ているが、主体は 5世紀末～ 6世紀初頭頃の木棺直葬を中心とした古墳群である。 (註 9)

蛇塚古墳 (第 1図 11)

径15m、 高さ4mの円墳である。盗掘を受けており、頂部中央に大きな凹みが認められる。出土遺物

等は明らかではないが、石材が散乱してないことから木棺直葬墳 と考えられる。

河辺上原古墳群 (第 1図 12)

円墳 3基 よりなる古墳群である。 1号は 2度にわたって墳丘を拡大していることが判明し、最終埋葬

は礫帯卜であった。 2号は本棺直葬 3と 竪穴式石椰 1の 4主体が確認された。 3号はかなり破壊を受けて

いたが木棺直葬 2が残存していた。築造時期は 6世紀前半から中頃である。 (註 10)

飯塚古墳 (第 1図 13)

径35m、 高さ6mの 円墳である。斜面には河原石による葺石が認められる。遺物としては埴輪片が採

集されているだけで、他の出土遺物は不明である。

日上畝山古墳群 (第 1図 14)

現存約50基 よりなる古墳群である。築造は 5世紀後半から6世紀前半頃にかけての時期と考えられて

いる。

日上天王山古墳 (第 1図 15)

全長約55m、 前方部 2段、後円部 3段築成の前方後円墳である。中心石棲卜は盗掘を受けていた。石椰

は南北方向に主軸をもち、内法で長さ4.4m、 幅80cmを 測る。美作地方最古の前方後円墳 と考えられて

いる。 (註 11)

日上和田古墳 (第 1図 16)

墳丘の一部が残存するだけであるが、推定復元すると約18mの 円墳になる。主体部は遺存していなかっ

たが、聞き取 り調査によると礫棒【のようである。築造時期は 6世紀前半である。 (註 12)

河辺小学校裏古墳群 (第 1図 17)

現存円墳 5基の古墳群である。この内の 1基から須恵器等の遺物が採集されている。主体部は石材が

認められないことから木棺直葬と考えられる。築造時期は 5世紀末から6世紀初頭頃と考えられる。
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長畝山古墳群 (第 1図 18)

10数基の円墳よりなる古墳群である。この内 2基が調査されている。 1号は木棺直葬 3、 組み合わせ

式石棺 1の計 4主体、 2号は木棺直葬が 2主体がそれぞれ検出されている。 2号からは鍛冶具が出土し

ている。 (註 13)

三太林古墳群 (第 1図 19)

6基の円墳よりなる古墳群で現存するのは 2基である。鉄剣等が出土している。主体部は木棺直葬で

ある。 (註 14)

西吉田 1号墳 (第 1図 20)

径20m、 高さ1.5mの 円墳である。頂部には大きな盗掘媛がある。石材が散乱していないことから木

棺直葬墳 と考えられる。 (註 15)

茶山古墳群 (第 1図 21)

全長20mの前方後円墳 1基、径 8mの 円墳 1基が調査されている。前方後円墳の中心主体は竪穴式石

椰で、他に4つの主体部が検出されている。円墳の主体部は箱式石棺である。築造時期は 6世紀初頭頃

と考えられる。他にかって円墳 1基の所在が確認されており、 3基以上よりなる古墳群である。 (註16)

一買西 2・ 3号墳 (第 1図 22)

2号は 1辺 7mの方墳で幅 lm前後の浅い溝がわずかに残るだけで主体部は不明である。 3号は東西

7m、 南北 8mの方墳で中心部に木棺直葬と考えられる主体郡をもつ。築造時期は 5世紀後半頃と考え

られる。 (註17)                           ｀

大畑 1・ 2号墳 (第 1図 23)

両者とも径10m、 高さlmの 円墳である。 1号墳は木棺直葬 5主体、 2号墳は 1主体である。 6世紀

前半から中頃にかけての築造である。 (註18)

隠里古墳 (第 1図 24)

箱式石棺に人骨 3体が埋葬されていた。出土遺物としては勾玉 3、 刀子 1がある。 (註 19)

小原古墳群 (第 1図 25)

4基の円墳よりなる。 1号は組み合わせ式石棺で、墳丘外に主体部 1を もつ。 2号は木棺直葬で、周

溝に主体部 2を もつ。 3号は石蓋土壊である。 4号は主体部不明である。 1号 。2号から製塩土器が出

土している。築造時期は 1～ 3号が 6世紀初頭、 4号がやや新 しく7世紀前半頃と考えられる。 (註20)

崩レ塚古墳群 (第 1図 26)

方墳 3、 円墳 1の 4基 よりなる。方墳は箱式石棺、円墳は石蓋土墳を主体部にもつ。いずれも出土遺

物はなかった。 (註21)

一貫東古墳群 (第 1図 27)

前方後円墳 1、 円墳 4、 方墳 3の 8基よりなる古墳群である。前方後円墳は全長32mで葺石をもつ。

内部主体は不明である。 6号は方墳で葺石をもつ。 8号は円墳で 5世紀後半頃の須恵器が出上している。

前方後円墳を除き5世紀代の築造と考えられている。 (註22)

金井宇根古墳群 (第 1図 28)

方墳 5、 円墳 1の 6基 よりなる古墳群である。いずれも発掘調査されておらず内部主体、出土遺物と

も不明である。 (註23)

根ノ山古墳 (第 1図 29)
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全長27mの 前方後円墳 といわれている。内部主体は箱式石棺で変形獣形鏡、剣、勾玉、管玉等の出土

遺物が知られている。 (註24)

(註 1)湊 哲夫「正仙塚古墳」『岡山県史第18巻考古資料』1986年

(註 2)柳瀬昭彦・橋本惣司「押入飯網神社古墳群」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 4』 岡山県教育委員
会1973年

(註 3)河本 清「六ツ塚古墳群」『岡山県史第18巻考古資料』1986年

(註 4)今井 尭「津山市川崎玉琳大塚調査報告」『津山市文化財調査略報第 1集』1960年

(註 5)本村豪章「美作・津山市兼田九山古墳出土遺物の研究」『MU S E UM12』 1974年

(註 6)小郷利幸『三毛ケ池遺跡』『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第48集』津山市教育委員会1993年

(註 7)小郷利幸「津山市セウ田古墳群墳丘測量調査報告」『年報津山弥生の里第 1号』津山弥生の里文
化財センター1994年

(註 8)小郷利幸『井口車塚古墳』『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第52集』津山市教育委員会1994年

(註 9)河本 清・橋本惣司・柳瀬昭彦・下沢公明「天神原遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 7』 岡山
県教育委員会1975年

(註 10)小郷利幸『河辺上原遺跡』『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第54集』津山市教育委員会1994年

(註 11)日 上天王山古墳発掘調査団「日上天王山古墳発掘調査概要」『年報津山弥生の里第 2号』津山弥
生の里文化財センター1995年

註12)行 田裕美『日上和田古墳』『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第 6集』津山市教育委員会1981年

註13)今井 発「原始社会から古代国家の成立へ」『津山市史第 1巻』津山市1972年

註14)渡辺健治氏の御教示による。
註15)行 田裕美『西吉田遺跡』『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第17集』津山市教育委員会1985年

註16)保 田義治『茶山古墳群』『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第27集』津山市教育委員会1989年

註17)行田裕美『一貫西遺跡』『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第33集』津山市教育委員会1990年

註18)行 田裕美・小郷利幸・平岡正宏『大畑遺跡』『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第47集』津山市教育
委員会1993年

(註19)渡辺健治「美作隠里箱式石棺調査報告」『古代吉備第 2集』1958年

(註20)行 田裕美・小郷利幸・木村祐子 吻 原ヽ遺跡』『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第38集』津山市教育
委員会1991年

(註21)行 田裕美・小郷利幸『崩レ塚古墳群・クズレ塚古墳』『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第31集』津
山市教育委員会1990年

(註22)湊 哲夫『一貫東遺跡』『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第43集』津山市教育委員会1992年

(註23)小郷利幸「津山市金井宇根古墳群墳丘測量調査報告」『年報津山弥生の里第 1号』津山弥生の里
文化財センター1994年

(註24)美作考古学研究会資料による。

ぶ
く`＼＼゙

＼
｀ヽ
|＼ト

二 二二三二,‐

ホクラク飼料
流通センター
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Ⅱ 調査の経過

1 調査に至る経過

平成 7年 2月 20日 付で岡山県津山市川崎94-1、 ホクラク農業協同組合組合長理事山崎博文より、文

化財保護法第57条の 2第 1項 にもとずく埋蔵文化財発掘届が津山市教育委員会に提出された。発掘届の

内容はホクラク農業協同組合飼料流通センターの敷地拡張に伴うものである。その際、津山市西吉田

558-2所在の長畝山北m号墳が工事文↓象範囲に含まれるというものである。これを受け津山市教育委

員会は発掘調査を実施するという前提で、平成 7年 2月 24日 付津教委文第99号で岡山県教育委員会に進

達すると同時に、文化財保護法第98条 の 2第 1項 にもとず く埋蔵文化財発掘調査通知書を津教委文第

100号 で提出した。

2 調査の経過

発掘調査は平成 7年 3月 6日 から開始し、 3月 28日 にはすべての作業を終了した。以下、日程と具体

的作業内容は次のとおりである。

3月 6日 立木伐採、草刈清掃後、調査前の写真撮影

3月 7日 調査前の地形測量、表土剖ぎ

3月 15日  表土鋼ぎ終了

3月 17日  表土剖ぎ終了後の写真撮影、地形測量、主体部掘 り下げ

3月 22日  主体部掘 り下げ、土層断面写真撮影、実測

3月 23日 主体部掘 り下げ、写真撮影

3月 24日 主体部実測

3月 27日    ク

3月 28日 発掘器材搬出

3 調査体制

発掘調査は津山市教育委員会が主体 となり実施した。調査体制は下記のとおりである。

津山市教育委員会 教 育 長        藤原修己

教 育 次 長       内田康雄

文 化 課 長       粗山三千穂

文化財センター  所 長 神田久遠

ク     次 長 中山俊紀

″     主 査 行田裕美 (調査担当)

ク     主 事 小郷不U幸 ( ク )
ク     主 任 青木睦子 (事務担当)

整理作業は文化財センター嘱託、野上恭子、岩本えり子、家元博子が担当した。

発掘作業は社団法人津山市シルバー人材センターにお願いした。作業従事者は下記の方々である。記

して厚 くお礼申し上げる次第である。 (敬称略)

- 6 -



末沢賢次 藤沢淳一郎 森二三夫

桑名勝美 山下加海 荒島宗元

梶尾嘉明 岡田稔彦 広岡亀夫

Ⅲ 調査の記録

1 墳丘

調査前の段階では東側が造成に

よって墳端ざりぎりまで削られ崖

を呈しているが、墳二自体には頂

部に若干の窪みがある程度で、明

瞭な撹乱穴などは存在せず、また

周溝の痕跡もさほど明瞭ではない。

本墳の南20mにはほぼ同規模の10

号墳があるが、これについては墳

丘の 3分の 1程がすでに削られ自

然崩壊 している (第 3図 )。 さら

に北東方向には12号墳がかつて存

在 していた。

本墳は丘陵の稜線上から東に傾

斜 した緩斜面に立地する、直径10

～1lm程の円墳である。斜面に構

築されているが明瞭な周溝をもた

ず、山側は丘陵を幅1,lm程 浅 く

カット整形する程度で、西側斜面

に若千の周溝 らしきものが幅1.5

～2mで存在 し、反対の東側につ

いては削られているため周溝の存

在は不明である。墳丘の大部分は

盛土によって構築されており、盛

土は地山や旧表上のプロックを含

むものが大半で、特に念入 りに作

られてはいない。斜面の南側には

プロックによる互層が多 く見られ

る。高さは、山側で0.6m、 谷側

で2.6mを 測 りかなりの比高差が

ある。葺石・埴輪などの外表施設

は見られない。また、墳端寄 りの

11号墳
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/

●須恵器
■鉄器  (番号は出土遺物の番号)

１

２

３

４

５

一

明茶褐色± 6明 茶掲色± 9暗 茶掲色土

暗茶掲色± 7暗 茶褐色上 10黒褐色土 (旧表土ブロック)

暗黒灰色± 8黄 褐色土 (地山ブロック)

淡茶掲色土 (第 2主体)

暗茶掲色土 (第 1主体)

/イ
オ ~~~~~~

／
／

／
／
′
イ
‐
ヽ
ヽ
ヽ
、
＼
＼
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斜面から須恵器や鉄器がある程度まと

まって出土 している (第 4図● 。■)。

北側では須恵器杯 (第 8図 17)が単独

で、南側からは須恵器杯 (27)と 欧 (30)、

またその東側では須恵器杯 (16。 26)

と鉄鉾 (42)、 鉄鎌 (41)がややまとまっ

て出土 した。これら須恵器、鉄器の出

土状況から、埋葬施設が存在 していた

可能性 も考えられるが、何分斜面にあ

り掘 り方 も存在 しないため、埋葬施設

であると特定はできていない。可能性

としては、撹乱時に掻 き出されたか、

P                               IM

第 5図 墳端須恵器大甕出土状況 (番号は出土遺物番号)

あるいは墓前祭祀的なものであろうか。さらに東側墳端部には須恵器大甕が 2個据えてあった (第 5図 )。

両者とも、奏の底部は据えられた状態を残 しており、特に南側の奏は圧 し潰された状態で、ほぼ完形に

復元できた。

2 埋葬施設・出土遺物 (第 6～ 10図 )

埋葬施設は墳丘頂部に2主体検出した。埋葬施設の検出時には、第 1主体のみを検出し、これと切 り

あっている第 2主体については本の根がこの部分に多くあり、この時点では検出できなかった。その後

土層観察から第 2主体の存在と両者の切 り合い関係から、第 2主体の方が新 しい事が判明した。このよ

うな経緯から第 2主体の北側掘 り方ラインが確認できていない。ヤヽずれの埋葬施設とも盛土を切って作

られている。

第 1主体 第 2主体によって南小日及び西側壁が切られているが、墓壊掘 り方を復元すると全長約

3.4m、 幅 2m、 深さ0。 56m程の隅丸長方形を呈するものと推測される。その中に木棺が置かれていた

ものと考えられるが、木棺の規模や形態は明確でない。検出した副葬品は須恵器と鉄刀、ガラス玉であ

る。本主体にも木の根が多く、また撹乱されている可能性から、これが当時の副葬品すべてを表してい

るとは言い難 く、さらに原位置を保っているものも少ないと考えられる。ほぼ原位置を保っているのは

北小日の須恵器奏 (第 6図 4・ 6)であるが、この部分にも木の根が入 り込んでいた。また、須恵器杯

(1)はかなり浮いているため、動いているものと推測される。鉄刀 (7)は ほぼ原位置だが木の根に

よって刃先部分が浮いてしまっている。 5の甕は第 2主体との切 り合い部分にあるためどちらに属する

かは明瞭でないが、レベル的には第 1主体に伴うものであろう。さらに、これら副葬品が棺の内外いず

れに置かれていたかは、木槍の痕跡がわからないため不明だが、少なくとも鉄刀は棺内にあったと推測

すれば、4～ 6の奏は棺外にあった可能性が大きい。また、北西側の埋土からガラス製の小玉が 3個 (第

7図 8～ 10)出土した。いずれも浮いた状態で位置にもばらつきがある。そのためガラス玉の出土 した

北西側を被葬者の頭位とするにはやや疑間があり、鉄刀の状況から反対の南東側が頭位であったと推測

される。

1は須恵器杯身で日径10.6cm、 器高4.4cm、 日縁が垂直に立ち上がり、端部には段がある。 2は無蓋

の高杯で杯部外面には 1条の波状文と輪状の把手がつく。残存するのは 1個だがおそらく両狽1について

- 9 -



1      lT

／
　

／

≫
ｒ
‐
　
／

ム
　
／

／

///T＼
/ヘ

/＼

＼
、

卜 ＼

緞

Ь

第 6図 長畝山北11号墳第 1・ 2主体平面・断面図 (S=130)

いたものと推測される。脚部は方形三方透かしである。 3は広日壺で頸部と胴部外面にそれぞれ 1条の

波状文が巡る。底部はタタキ仕上げであり、その上から山形のヘラ記号が施されている。 4～ 6は奏で

日縁端部を上方につまみ上げている。 5。 6は端面に凸帯を、頭部外面に1～ 2条の波状文を巡らす。

胴部内面のタタキの当て具痕は撫で消 しているが、 6では上部にかすかに残存する。 7は鉄刀で全長

106.7cm、 刃部幅3.3cmを 測り、木質が部分的に観察される。 8～ 10は青色のガラス玉である。

第 2主体 第 1主体を切って作 られ主軸はやや西に振っている。北側の掘 り方が明瞭でないが、墓墳

掘 り方は、全長3.6m、 幅推定1.8m、 深さ0.57mを涙1り 両小田部分がへこんだ隅丸長方形である。内部

の構造から木柏の形態をある程度推測する事ができる。木憎は側板が小日の外に出る形と考えられ、副
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第 8図 出土遺物 (2)(12・ 13、 16～ 33…S=1お 、14■ 5・・・S=12)
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第 9図 出土遺物 (3)(34… S=1:3、 35～ 37… S=14)
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葬された須恵器甕 (第 6図 12)や土師器

甕 (13)が棺内であるとすると、木棺規

模は、全長約2.9m、 幅0.5m程 になる。

ただ、この須恵器甕などが棺外である可

能性 も考えられる。と言うのは須恵器奏

の外側に小日板をはめるには隙間が狭す

ぎ、さらに内側に仮に小日板をはめても

内法はゆうに2mは ぁり、人を埋葬する

には十分可能であるからである。この場

合はこれら須恵器が置かれていた所は副

室的なものと考えられる。いずれにして

も、現段階では明確な結論に達 していな

い。副葬品としては須恵器甕、土師器奏

の他、鉄鏃 (14・ 15)があるのみである。

いずれも原位置を保っているものと推測

できるが、埋上がかなり撹乱されている

事から、これら以外に副葬品が存在 して

いた可能性も捨て切れない。

12は須恵器甕で顕部に 2条の波状文が

巡 り、胴部のタタキの当て具痕が明瞭に

残っている。13は土師器甕で外面はハケ、

内面はヘラ削 りで調整 している。14。 15

は長茎式の鉄鏃であるが15は茎の部分の

ｍ

ず
―

―
―

寸
Ｌ

♀             5cm

みである。

これ以外に、墳丘の周囲から須恵器、鉄器、さらに廃土内から耳環が出土 している。第 8図 16～ 25は

杯蓋である。日径11～ 13cm、 器高3.6～ 5,6cm、 天丼部との境に明瞭な稜をもち、さらにプロポーション

から複数のバリエーションが見られる。26～ 29は 杯身で日径10.4～ 11.4cm、 器高4.5～ 5.lcm、 日縁部は

やや垂直に立ち上がり端部に明瞭な段をもつものとそうでないものとがある。27の底部付近に「V」 の

ヘラ記号がある。30は 腺で口縁端部が欠損 し、頸部と胴部外面に 1条の波状文が巡る。31～ 33は高杯で

ある。31・ 32は 有蓋高杯で、脚部は方形の三方透かしである。33は 脚部のみだが円形三方透かしである。

34～ 38は甕である。34は直日の日縁部、35は 日縁端部を上方につまみ上げている。36・ 37は墳端に据え

てあった大奏で、37は ほぼ完形に復元でき、胴部内面のタタキ当て具の痕跡は底部に若干残るが丁寧に

撫で消している。38は墳頂部から出土 した破片で、36・ 37と は別個体である。図示した以外に数点あり、

この事から墳頂部にも大甕が供献されていた可能性が考えられる。39。 401よ 土師器で39は 直口壼で破片

からの復元、40は 甕の破片である。41は鉄鎌、42は鉄鉾で全長34.8cm、 刃部最大幅2.3cmを 測る。11は

埋葬施設の廃土内から出土した銀製の耳環で、どちらの主体部に伴うものかは不明である。

その他本墳に伴うものではないが表土除去時に弥生時代の分銅形土製品 (43)が出土した。破片であ

るが、残長11.6cmを 測 り復元すればかなり大きなものになる。分銅形土製品は美作地方で13例 出土して

ば
―‐
珍
日

監

咽
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おり (第 1表 )、 津山市においては6例 目である。

印

Π

鬱

『
『

『

�

風

出

性 ____臨 ___JCm

白

・・

:´

遺 跡 名 所在地 点数 時 期 参 考 文 献

1 長畝山北11号墳 津山市 本書

2 西吉田北遺跡 津山市 1 1995年 津山市教育委員会が発掘調査

3 高橋谷遺跡 津山市 中期 1975～ 6年津山市教育委員会が発掘調査

4 押入西遺跡 津山市 1 中期 1980～ 1年津山市教育委員会が発掘調査

アモウラ遺跡 津山市 ユ 中期 1981～ 2年津山市教育委員会が発掘調査

野田遺跡 奈義町 中期 近藤義郎「分銅形土製品」『古代学研究 6』 1952年、

東潮「分銅形土製品研気 1涸『古代吉備第 7集』1971年

勝央町植月金鶏塚 勝央町 中期 東潮「分銅形土製品研気 1週『古代吉備第 7集』1971年

8 ″  鳥羽野 勝央町

9 山根遺跡 久米町 l 久米町教育委員会『山根遺跡発掘調査報告』1979年

法事坊遺跡 久米町 1 久米町教育委員会「法事坊遺LI」『稼山遣跡群 I』 1979年

11 西原遺跡 落合町 1 後期 岡山県教育委員会「西原遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 6』 1973有

第 1表 美作出土分銅形土製品一覧表(神原英朗「分銅形土製品」『吉備の考古学的研究』1992年 を元に作成)
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めとまⅣ

長畝山北11号墳は直径1lmの 円墳で、埋葬施設としては木棺 2基を検出した。また、墳端付近から完

形の須恵器や鉄器が出土し、東側墳端には須恵器大甕が 2個据えてあった。

長畝山北古墳群は円墳12基の古墳群で、その内本墳をふくめ10基が調査され築造方法や時期的な面等

詳しく考察されている (註 1)の で、それらと比較検討しながら、簡単にまとめとしたい。

まず時期であるが、須恵器杯の特徴やその他の器種構成から、大阪・陶邑編年の TK23型式 (註 2)、

美作地方の編年ではⅡ期 (註 3)に ほぼ並行するものと考えられ、本古墳群が TK23～ TK47型式の時

期に相次いで築造ないしは追葬された従来の見解にほぼ総意する。この事から、これら一連の古墳群の

なかでも古い時期に作られた古墳の一つと言える。

次に本古墳群の概略について簡単に述べる (第 2表 )。 いずれも円墳であるが規模を見ると8m～ 17

mと ややばらつきがある。便宜的に分類する事も可能だが、規模の大小による優位性は現段階では読み

取れない。また、埋葬施設は 1～ 5基のものがあり、その中で複数の埋葬施設をもつ古墳が半数ある。

埋葬施設の種類では木桔13基、竪穴式石棒卜3基で圧倒的に木棺が多い。ただこの両者の違いが何に起因

するのか明瞭でない。また、埋葬施設が複数の場合で、ある程度時期差がある場合は墳丘をその都度大

きくしている場合 (河辺上原 1号墳、註 4)があり、この場合の墳丘構築については再検討する必要が

ある。さらに副葬品との関連で言えば、 4号墳のみ埴輪を伴いやや特殊的に見えるが量的には非常に少

ない。この時期の埴輪使用はこれら小規模古墳にも見られる現象ではあるが、すべてに伴うものではな

く、複数立て並べていたとも考え難い場合もあるので、それ以前からの埴輪祭祀といった首長葬送儀礼

的意味合いが薄れてきているのかもしれない。さらに、須恵器、鉄器、装身具などの出土状況を見ると、

まず副葬品の位置では、須恵器は棺外それも足元の小日付近に置かれる場合が多い。中にはまったく伴

わない場合もある (3号墳)。 また、釘が出土 していないことから、釘を使用 しない型式の木棺と推定

される。本墳の第 2主体のように棺痕跡は明瞭でないが、掘 り方から木棺の形態をある程度推測できる

場合もある。さらに刀や剣の類いは被葬者の腰付近に平行に置かれ、この刃先の方向や耳環・玉類など

の装身具の位置から頭位がある程度推測される。判明しているものでは南東方向を取るものがほとんど

墳形 規  模 埋葬施設 埴輪 出 土 遺 物

竪穴 木棺 須恵器 土師器 刀 女」 鉾 鏃 刀子 馬具 鎌 聾 鈍 斧 alb 耳環 玉 鉄津 紡鍾車 胡禦

l 円 l ○ 1

2 円 ? ○ ○ 1

3 円 4 1 ○ l 1 ○

4 円 12.3X2.2 1 〇 〇 1 ○ ○

5 円 145X2.2 1 1 ○ ○ 1 1 ○ 1 1 1 1 ○ O ○

6 円 1lX2 5 1 ○ 1 l 1 ○

7 円 9 5Xl.2 1 ○ ○ 1 1 1 1 1

8 円 17× 2.4 1 1 ○ 1 1 l 鉄塊 1

9 円 14.5× 2.7 5 ○ ○ 1 1 ○ 1

円 HX2 6 ○ ○ 1 1 1 l ○

第 2表 長畝山北古墳群一覧表
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である。本墳の第 1主体も刀の位置から南東方向が頭位と推測される。出土遺物の一覧表は撹乱されて

いる場合もあるためすべてを網羅してはいないが、明らかに刀や剣をもつものともたないものとに差が

あり、複数埋葬がある場合でも刀剣をもつのは 1主体だけである。また、馬具をもつものは 3・ 5号墳

だがいずれも轡の一部など単品であり、時期がやや新 しくなってもその副葬形態はさほど変わらない。

刀子や鉄鏃をもつものは10基中 6～ 7墳 と割合的には多 くやや普遍的な遺物であり、その他鎌 。撃など

農工具類が単品で加えられる。また、鉄津や鉄塊を副葬するものが 5墳あり、そのため被葬者と製鉄と

の関連が指摘される。次に本古墳群の構成 (第 2・ 11図)を 見ると、T K23型式の時期に尾根の先端に

5～ 9号墳、そして今回調査 した11号墳が山よりに造

られ、次のT K47型 式の時期に2～ 4号墳、 8・ 9号

墳が追葬され、長畝山北古墳群の埋葬は終了する。そ

の後 5号墳だけに追葬 (MT15型 式)が認められるが
,

これは普遍的な在 り方ではない。従って本古墳群の形

成に費やされた期間は、20～ 30年間いういとができよ

う。本古墳群と同一時期の古墳群は、道を挟んだ反対

の丘陵にも所在する。長畝山古墳群で円墳約13基 より

構成される (第 1図 18、 註 5)。 現在は道が通 り別々

の古墳群としてとらえているが、両者は同一の古墳群

として認識した方がよいと考えられる。また、本古墳

群の西側 2 kmに もほぼ同時期の円墳約60基で構成され

る日上畝山古墳群 (註 6)が存在する。両者を合わせ

ると約85基 もあり、 2 km四方の範囲内にこれだけのほ

ぼ短期間に築造された古墳が密集している事から、こ

の地域の人のみを埋葬したとは到底考えられず、集団

墓地 として選地され、かなり広範囲の人がここに埋葬

されたと解釈 したい。ただ、この様に解釈 した場合の社会的背景について言えば、そこに墓域を規制さ

せるだけの勢力の存在が考えられる。これについてはやや漠然とした見解ではあるが、この時期本地域

を統括 していたと考えられる首長墳が存在 しない事 (た だ茶山 1号墳 (註 7)な ど全長30na以 下の小規

模な前方後円墳は存在する)、 この時期の古墳がいずれも直径10m前後の円墳に統一され、ほぼ等質的

に須恵器や鉄器の副葬を行い、それまでの墓制とは大きく変化した画期が伺える。そしてそれぞれにさ

ほど差異が見られない事などから、例えば鉄器など武器・武具類の掌握や渡来人による生産技術の革新

により、各地域のこれら台頭してきた地域小首長層をある程度掌握・統率するだけの勢力の存在が考え

られる。それを全国的な規模のものとして解釈すれば、この統率 した権力を畿内政権と考え、当地域が

この時期には畿内政権による支配態勢の枠組みの中に組み込まれていたと考えられる。まさに本古墳群

の様相はこの画期の社会状況を物語る良好な資料 と言えよう。
(註 1)行 田裕美他「長畝山北古墳群」『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第45集』津山市教育委員会 1992年
(註 2)田辺昭三『須恵器大成』角川書店 1981年

(註 3)小郷利幸「美作における横穴式石室導入前の群集墳について」『F写 の山古墳群』津山市埋蔵文化
財発掘調査報告第46集 津山市教育委員会 1992年

(註 4)小郷利幸「河辺上原遺跡」『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第54集』津山市教育委員会 1994年
(註 5)今井発「原始社会から古代国家の成立へ」『津山市史第 1巻原始・古代』津山市史編さん委員会 1972

坂本心平「長畝山 2号墳出土の資料について」『年報津山弥生の里第 3号』津山弥生の里文化財
センター1996年

(註 6)「六ッ塚古墳群 。日上畝山古墳群」『津山市文化財調査略報 4』 津山市教育委員会
(註 7)保 田義治「茶山古墳群」『津山市埋蔵文化財発掘調査報告第27集』津山市教育委員会 1989年

陶邑編年 T K23 T K47 MT15

美作編年 Ⅱ Ⅲ Ⅳ

1号墳

2号墳

3号墳

4号墳

5号墳

6号墳

7号墳

8号墳

9号墳

11号墳

第11図 長畝山北古墳群消長図
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こ伴う事前調査

所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

長畝山北11号墳 古墳 古墳時代 古墳 1基 須恵器・土師器。鉄器・装身具 遺構に伴わないが分銅

形土製品出土
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